
チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
分析結果報告

• 対象：2020年富士宮病院でのインターネット調査に回答した病棟看護師 N=121

• 解析に用いた変数

チーム医療の成熟度：Assessment of Inter-professional Team Collaboration Scale (AITCS-Ⅱ-J)

医療の効率性：DiNQL事業で作成された①月間平均在院日数，②月間平均病床稼働率

基本的属性：職種、病棟、雇用形態、性別、年齢層、経験年数
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月間平均在院日数＝

在院患者延数 /１/２×（新入院患
者数＋退院患者数）

月間平均病床稼働率＝

在院患者延数×100/病床数
×365/12）



2



チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
分析結果報告

• 分析手法
記述統計量

相関分析

重回帰分析
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相関分析：2つの変数間にどの程度直線的な関係
があるかを数値で表す分析

相関係数r ： 2つの変数の間にどの程度直線的な
関係があるかどうかを示す数値

相関分析とは？ 重回帰分析とは？

重回帰分析：1つの目的変数を複数の説明変
数で予測する分析

標準偏回帰係数：各説明変数のばらつきの違い
による影響を除去した上での影響
度を示す数値



解析対象者の基本的属性



基本的属性
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基本的属性
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チーム医療の成熟度
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度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

AITCS-II-J得点 121 38 115 82.6 14.2

パートナーシップサブスケール得点 121 11 40 29.8 5.5

協力サブスケール得点 121 9 40 29.8 6.3

調整サブスケール得点 121 7 35 23.0 5.1

記述統計量



医療の効率性



医療の効率性
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度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

月間平均病床回転率 121 1.7 4.9 2.9 0.9

月間平均病床稼働率 121 51.3 80.4 71.1 8.1

記述統計量



医療の効率性

①月間平均在院日数



チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
①月間平均在院日数
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相関分析

月間平均在
院日数

相関係数 -.203*

有意確率
(両側)

.025

度数 121

相関係数 -.224*

有意確率
(両側)

.014

度数 121

相関係数 -.173

有意確率
(両側)

.058

度数 121

相関係数 -.191*

有意確率
(両側)

.035

度数 121

相関

Spearmanのロー AITCS-II-J得点

パートナーシップサブス
ケール得点

協力サブスケール得点

調整サブスケール得点

重回帰分析

説明変数：AITCS-II-J得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.251 -.095 -.017 .006

重回帰※ -.233 -.093 -.012 .011

説明変数：パートナーシップサブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.189 -.213 -.006 .038

重回帰※ -.178 -.212 .001 .052

説明変数：協力サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.229 -.203 -.026 .011

重回帰※ -.217 -.199 -.018 .019

説明変数：調整サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.207 -.238 -.018 .023

重回帰※ -.184 -.226 -.001 .048

※調整変数：病棟、性別、経験年数



チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
①月間平均在院日数
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重回帰分析

説明変数：AITCS-II-J得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.251 -.095 -.017 .006

重回帰※ -.233 -.093 -.012 .011

説明変数：パートナーシップサブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.189 -.213 -.006 .038

重回帰※ -.178 -.212 .001 .052

説明変数：協力サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.229 -.203 -.026 .011

重回帰※ -.217 -.199 -.018 .019

説明変数：調整サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.207 -.238 -.018 .023

重回帰※ -.184 -.226 -.001 .048

※調整変数：病棟、性別、経験年数

チーム医療の成熟度 ↑

AITCS-II-J得点
パートナーシップサブスケール得点

（協力サブスケール得点）

調整サブスケール得点

月間平均在院日数 ↓



医療の効率性

②月間平均病床稼働率



チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
②月間平均病床稼働率
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相関分析 重回帰分析

月間平均病
床稼働率

相関係数 .037

有意確率
(両側)

.687

度数 121

相関係数 -.120

有意確率
(両側)

.189

度数 121

相関係数 .140

有意確率
(両側)

.127

度数 121

相関係数 -.002

有意確率
(両側)

.983

度数 121

相関

Spearmanのロー AITCS-II-J得点

パートナーシップサブス
ケール得点

協力サブスケール得点

調整サブスケール得点

説明変数：AITCS-II-J得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.020 -.116 .093 .831

重回帰※ -.043 -.132 .083 .652

説明変数：パートナーシップサブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.152 -.492 .041 .097

重回帰※ -.181 -.548 .002 .052

説明変数：協力サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 .087 -.120 .345 .341

重回帰※ .069 -.151 .328 .465

説明変数：調整サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 .000 -.289 .288 .999

重回帰※ -.009 -.311 .281 .921

※調整変数：病棟、性別、経験年数



チーム医療の成熟度 → 医療の効率性との関係
②月間平均病床稼働率
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重回帰分析

チーム医療の成熟度

月間平均病床稼働率
説明変数：AITCS-II-J得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.020 -.116 .093 .831

重回帰※ -.043 -.132 .083 .652

説明変数：パートナーシップサブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 -.152 -.492 .041 .097

重回帰※ -.181 -.548 .002 .052

説明変数：協力サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 .087 -.120 .345 .341

重回帰※ .069 -.151 .328 .465

説明変数：調整サブスケール得点

標準変回帰係数β β95%信頼区間下限 β95%信頼区間上限 有意確率

単回帰 .000 -.289 .288 .999

重回帰※ -.009 -.311 .281 .921

※調整変数：病棟、性別、経験年数



分析結果のまとめ
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月間平均病床稼働率

チーム医療の成熟度

医療の効率性

月間平均在院日数↓

パートナーシップ

（協力）

調整



分析結果のまとめ

チーム医療の成熟度

医療の効率性

月間平均在院日数↓

パートナーシップ

調整
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